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Abstract 

The greater part of place name in Japan is expressed in Chinese characters. The care of place 

names necessary for the compilation of charts and sailing directions has been made using hand-written 

cards until now. To maintain up-to-date name cards, much labor has been required and the exactness 

and e任iciencynecessary for maintainance by computer processing has been expected for a long time. 

The use of Chinese characters in many computer systems has gradually been popularized during 

the last several years; hence, an investigation of Chinese characters used for the expression of place 

names has been made to explore the possibility of computer use.「fhecontents and results of the in-

vestigation are presented in this report. 

The Chinese characters used by a computer are referred to in the table named“Code of the 

Japanese Graphic Character Set for Information Interchange”as Japanese Industrial Standard JIS-

C-6226. The table contains 6,353 Chinese characters used in ordinary Japanese sentences. 

The results of the investigation show that the number of kinds of Chinese characters used for 

the expression of place names is around 3,000. Around 2,600 kinds of characters, among them, are 

included in the table. The sufficient l】ossibilityof using a computer for place names after the adoption 

of around 50 additional characters to such a table is shown. The frequency of use of the remaining 

400 characters is extremely low. 

Besides this, several points regarding this kind of investigation for place names found during 

the process are mentioned. 

1 .まえがき

日本の地名は，大部分がj英字を使って表記されている．海図や水路i誌に必要な多数の地名は，これまで地

名カード等によって整埋され，保管されてきたが，その維持・管理には多大な労力を要するため，必ず、しも

十分には行き届かないうらみがあった．

地名管理のためのコンピュ タ利用は，担当者にとって以前から強い関心事であったが，コンピュ タの
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muでの漢字処理が掻く限られた範囲であったため，実現はほぼ不可能な状態であった．しかし，ここ数年，

コンヒ。ユー夕日刊の事情は大きく変わり，漢字使用が一般化し，地名管理のコンヒ。ユータ処理は十分可能とな

ってきた．

コンピュータが扱える漢字は，通常，日本工業規格 JISC6226「情報交換用漢字符号系」（以下JISとい

う）に準拠している.JISは，適用範囲として，通常の国語の文章の表記に用いる文字とその符号について

規定した規格で， 6,353字の漢字を含んではLミるが，地名表記に明いられる漢字は，「通常の国語の文章の表

記」に用いられる字種とは少し異なるものであることが予想される．

そこで，コンビュータによる地名管理のために， JISとの関係を主として地名に現れる漢字について調べ

てみた．その結果，当部のコンピュータ ACOS-650で使用している日本語情報処理システム（以下JIPSとい

う）の漢字表が，地名管理用にほぼ十分であることが分かった．以下，調査の内容・方法を紹介し，併せて，

いくつかの問題点について所見を述べることとする．

2.調査に用いた資料

( 1) 臼本地名索引：アボック社，金井弘夫

BS判，上巻653下巻1566ページの大冊で， 20万分1地勢閣による収録地名数は 124,578にのぼる．収録

地名に現れるすべての漢字を，音II首ごとにまとめた字画索引があり，本認査ではこれを基本資料として用

いた．字画索引の字種数は 2,642であるが， 記号（「々」「〆」）や同ーとみなせる文字を除く2,636字を調

査対象とした．以下，この資料を地名索引という．

(2) 日本沿岸地名表：水路部

BS判314ページで，自然地名と港湾名10,967が収録されている．地名の最初の文字上091字の総画索

引が巻末にあるが，本調査では全ページから 2字日以下の漢字も拾い出し，総数1,380字を調査対象とし

た．以下，この資料を沿岸表という．

(3）地名用漢字表（年次不明）

私的に入手した地名用漢字表で， JISに含まれていない漢字316字が掲載されているものであり，参考に

使用した．以下，この資料を参考表という．

3. 日本工業規格 JISC 6226「’情報交換期漢字符号系」

「情報交換用漢字符号系jは， JISC 6226 1＂＇として昭和 53年1月l臼に制定された．その後，常用漢

字表及び改正人名用漢字別表の施行（56.10. 1）があったこと等に伴い， 58年9月1日付で内容が改めら

れ， JISC 6226-1＂＇が定められた．以下，必要があれば， JIS78, JIS 83と略記して区別する．

JISは，適用範囲として「通常の国語の文章の表記に用いる国形文字の集合とその符号について規定する」

としている．したがって，漢字以外に，平仮名・片仮名・数字・ローマ字等を含んでいる．ただし，備考で

は「｛個々の文字の具体的字形設計等は適用範囲としない」とあって，地名表記については微妙な問題があり、

後に述べることとする．

漢字は二つの水準に分けられている．内閣告示や日本工業規係等に根拠があるか，又は使用頻度が高い漢

字2,965字が第1水準に，その他の漢字3,388字が第2水準に，合計6,353字がJIS83に含まれている.JIS 78 

では第2水準が4字少なく，合計6,349字であった．

漢字の選定は，収集した各磁の漢字表の収録文字を解析して行われた．集められた漢字表は， !Bl¥12245漢
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字印刷装置文字セット一覧表（6,792字）をはじめ，各種の漢字使用頻度調査・活字表・符号表等37個であ

る．なお， JISC 6260（都道府県コード）及びJISC 6261（市区町村コード）にある都道府県名・郡名・市呂

町村名の漢字は，すべて第1水準に含まれている．

4.調査の方法

1) 地名索引の字画索引に記載されている全字種2,636字を，第1水準・第2水準・表外字（ここではJIS

に含まれない字をいう）の3種に分類した．

2) 沿岸表記載の金字種1,380字について， 1)と同様の調査を行った．

3) 1)2）の結果の表外字95字のすべてについて，使用例を調べた．調査は，現行の20万分1' 5万分1'

2.5万分Iの盤国やj毎回における該当地名の表記と呼び方で，行政地名については，国土行政区爵総覧

もできるだけ参照した．

4) また， 3）の95字に参考表の316字を加えた411字の表外字については， JIPSに掲載されているかどう

かを調べた．その際，角JII漢和中辞典や広辞苑も参考にした．

5.調査の結果

1) JISに含まれている漢字，表外字，地名索引と沿岸表のそれぞ

れについてJIS漢字と表外字等，分類別の字数を表1に示す．（）

は第2水準の文字の内数であり，第2列の重複とは両表に重複し

ている字数の意味である．

表のとおり，地名表記に使われている漢字は2,703字と思った

より少なく，しかも，そのうち2,608字（96%）はJIS漢字であり，

第2水準492字はJIS漢字の19%に過ぎない．

なお，表1のほかに参考表の316字のうち重複分を除いた253字

の表外字があり，表lの95字と合わせると表外字は合計348字と

なる．

表1 分類別字数

地名索引

JIS漢字 E柔 複

沿岸表

地名索引

表外字 重 複

沿岸表

JIS漢字

地名索引 表外字

言十

JIS漢字

沿岸表 表外字

計

JIS漢字

総 計 表外字

計

1,241 

1,305 

62 

82 

8 

5 

2,546(461) 

90 

2,636 

1,367(120) 

13 

1,380 

2,608(492) 

95 

2,703 
2) 表2には，沿岸表に含まれる表外字13字のうち，艇・鮭・鴎を

除く 10字について地名例を掲げた．経・鮫は表3に載せた．鴎は

よ也名索引に鴎島だけ6Wtlあるが，掲載は省略した．表2の漢字は，
（ ）は第2水準の字数

大部分使う必要があると考えられるが，体・検については，字体の項で後述する．

タ括j巷は，萩i巷の一部の通称で， 58. 8改版の海図1175では記載が削除された．世鳴噺群島は，陸図
では（）列島としている．

3) 表3には，地名索引の表外字のうち，現行陸図もほぼ同一表記の文字についての地名例を掲げた.29 

字のうち， 16字はJIPSに含まれている．

飲は鉄の誤り， Z戸は騒の盟各｛本であろうが，使用することには疑問がある．

4) 表4には，地名索引の表外字のうち，現行の表記や呼び方と多少相違のある文字を掲げた.19字のう

ち， 12字がJIPSに含まれている．

f子邑→予邑，土塩田→屯田，野間→里子冠は， いずれも左側が陸図，右側が国土行政区画総覧（以下総覧

という）の表記で，行政名の文字が置き換えられたことも考えられる．
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5) 表5には，地名索引の表外字のうち，現行表記が改められている地名や疑問のかなり強い文字等を掲

げた．ここでもしかし， 28字中18字がJIPSに含まれている．

留意点はたく会んあるが，数例を挙げておく．泥は陸図ではすべて泥だが， 56年刊の海図56では泥が

使われている．傍示妃の自己の部分は，陸留では3者3様で，表記の揺れを示すものとも思われる．）淫永

l土総覧ではMt永で，文字・呼び方ともに地名索引と異なっている．摺は3f列とも手偏の誤りだろうが，
呼び方がすべて地名索引とは違っている．梅山は，地名索引・陸図・総覧の表記がばらばらだが，＊備

の櫛が正しいのだろう• Aif足山は，陸図では3者3様である．炉は3）項の と同織の略体だが，併せて

字体の項で述べる．：驚も同じく字体の項で後述する．

6) 表6には，地名索引の表外字の残りで，明らかな誤字等12字を掲げた.JIPSにも漢和辞典にもなく，

地名表記には使わないものと考えてよい．

個々については省くが，実・5置が縦書きの2字を合わせた誤りとみられること，初利天上寺をノj、刀利

天上寺と分解した誤りがあることには注意を要する．

7) 表7には，参考表の文字のうち，地名索引・沿岸表と重複しない 253字を 3群に分けて掲げた．第 1

群は， JIPS又は漢和辞典にある文字で113字，第2群は，（ ）内が正字かと思われる誤字等57字，第3

群は，＇i＇ま誤字等で使用しなくてよいと考えられる 83字である．

ただし，第1苦手にも誤字らしい字や！日字体や俗字が含まれ，すべてを使う必要はなく，第2群につい

ても同様である．また，第3群には入れたが，使用例のある残（宮城県）のような文字もあり，すべて

が不用の文字とはいい切れない．

6.調査結果のまとめ

調査結果を一応まとめてみると，次のようになる．

1) 地名用漢字は，約3,000字と考えられる．

2) 地名用漢字の約90%はJISに含まれ， JISの文字のうち第2水準の漢字は2割弱である．

3) 表外字は，この調査では348字であった．このうち153字（44%）はJIPSに含まれている．

4) 表外字348字中約200字はJIPSに含まれていない．このうちには不用の文字もあるので，この調査で

扱えなかった文字を考慮しでも， JIPSは， 200字程度の追加で地名表記に十分活用できるものと思う．

なお，当面は30～50字追加すれば，一応の屑に足りると考えられる．

7.所見

調査を通じて浮かんで、きた地名の表記や調査等に関する問題点と所見をまとめてみる．例示は，代表的な

数｛闘を挙げるだけとする．

1) 字体について

｜ 誤字・作り字

全体として誤字や作り字が非常に多いという印象であった．陸図・海図を合わせて地図上での誤り，

地名索引に採取するi漂の書き遠い，また，誤字等のまま地元が使ってきた場合等さまざまな原国があり

得るが，表6・表7には多くの例が示しである．

誤字とみられる文字には，点画の脱落や余分な付加（黍，輸），類似の形との書き遠い（唾，来巴），不

注意（民人税）' 1谷字体（様，！惹），部首の書き違い（摺，符）等がある．誤りやすい部首には，ザと時，
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手と品， ネと f，自と告と日， Iと￥, jと本などがある．

意味や発音から作ったとみられる文字には，土鼻・泥・飴などがある．

これらの誤字等は，地名調査の際に少し注意すれば妨げるものである．

II 略字体の字体

171 

個々の文字を識別する要素としての点画の組み合わせ方が字体で，これを呉体的に書いたり印刷した

りして実現した図形が字形である，とJISの解説では定義しているが，ここではあまり厳密に区別はし

ない．

常用漢字表では，当用漢字字体表を引き継ぎ，新たに追加された文字も含めて略字体が多数採用され

ている．略字体には，全く異なる形，類似の形，！日字体の一部分，点、極の各国各などいろいろな種類はあ

るが，ほぼすべて字画数が減って，読みやすく特に書きやすい字体となっている．

そのため，常用漢字以外の漢字であっても，｛扇や芳（っくり）など字体の一部に略体を使っている文

字（芦，鴬，桧，摘など）が一般にはかなり通用している.JIS83は，これらの字体でも慣用の度合いが

熟していると考えられる文字は積極的に採用し， JIS78の字体の変更や入れ替えを行っている．

地名においても，こうした略字体による表記は緩めて多い．例えば，表2のill与・ i検，表3の炉，表4

のま尽・間，表5の経などである．これらの多くは，市町村や地図作成機関の地名担当者の不注意や気軽

な扱いに起因するものらしいことが，表から推定できる．略字体等の無制限な使用は，地名表記の混乱

を助長するものであるから，何らかの基準が必要であると考える．

炉や告戸は，藍→芦の例と同じ略し方だろうが，芦の場合とは違って使用が一般化しているとは思われ

ない．鴬は表5でも見られるとおり，：鴬・鴬な‘どの混乱がある（この2字はどちらも〔うぐいす〕であ

る）．〔うそ〕は本来，鷲であるから，喜善→学の例にならって鴬ノ口と書いたのだろうが，地元の人以外

ならこれを〔うそのくち〕とは読まない．総覧の鴬ノ口も，恐らくこれが原因となった誤記であろう．

JISでは，これらは燈・鐙・鴛となっている．また，上記のJI!与・ i検・侭・関等も採用されていない．

2) 漢字の基準

地名表記用漢字の基準は， JISによるのが適当であると考える．その理由は次のとおりである．

・今後の地名管埋にはコンピュータが不可欠であり，コンピュータの使用漢字がJISに準拠している

こと．

• JISには， f也名用漢字約3,000字穫のうちほぽ90%が含まれている．地名索引の12.5万個の地名中，表

外字を含むものは約120(0.1%）だから， JISで表記できる割合は， 99.9%に達すること．

• JISの字種や字形は，常用漢字（人名用を含む）以外でも，専門家による十分な調査と検討によっ

て選ばれていること．

ただし， JISを基準とする場合でも注意が必要と思われる点があるので，以下に挙げておく．

｜ 部首の形

JI Sでは，州I （くさかんむり）をすべて＋で表し， H は使っていない．他の部首の文字の一部分に

ある場合も， ~IE ・実のように書いている．

食の部での偏には告と官，示の部には示と干と，それぞれ二通りの字体がある．いず、れも，筆記体

の字形が常用漢字に採用されているからだろう．

一方，筆記体で言と書く言i扇（ごんべん）は，すべて言に統ーされている．

また，ゑ部（しんによう）の活字体には， iーとLの2種がある．当用漢字以降Lが採用されたから
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であり， JISでは常用漢字以外でも，辻・迂・迄・辿など慣用されている文字にはLの字体を使って

いる．筆記体はいずれも区別せず， Lの字形で書くので注意を要する．

ii 異体字

JISでは，「意味・音訓・起源等を同じくするが，字形にかなりの遠いがあり，区別する習慣の認め

られるものは独立に採用する．」とし，峰と峯，曽と曾， f留と箆，竜と龍などは，いずれも両方を採用

している．また，新字体と旧字体，正字と略字・俗字なども，互いに対応することが明らかなものは

両方を採用している．

しかし，甑・尊・樽・跨などはそれぞれこの字形だけで，叡・空事等の対応、形は載せていないことに

注意を要する．また，鴬・鴬はともにあるが，鴎はこれだけで正字鴎は載せていない．

iii 地図表記用の字体

表4の例にある間野Jllは，総覧では正字の閥野川となっている.JISでも，闘が採用され簡はない．

このように字画の込み入った文字は，海図や地図上ではつぶれて読みにくくなるので，表記用には略

字体を使用することもやむを得ないかと考える．

しかし，この場合は，明確な適用基準を設けることと，運用には十分慎重であることが望まれる．

また，地名の原票には正字で登録し，表記用には略字体を用いたことを記録しておく必要がある．

iv 表外字

JISに記載されていない表外字を採用する場合は，漢和辞典を調べ根拠の明らかな字形を選ぶべき

で，この点JIPSは必ずしも十分とはいえない．根拠の求められない文字をやむを得ず用いる場合は，

十分な調査をし，その経緯を記録しておく必要がある．

3) 地名調査

文字の調査を行ってみると，地名識査の際の不注意や手落ちがたびたび感じられた．地名調査について

以下少し所見を述べる．

地名は，現地現用，つまりその地域で現在使われている書き方と呼び方を採用することが原則とされて

いる．しかし，正規の手続を踏んで登録される行政地名は別としても，ノj、字やIB称、・通称，更に自然地名

となると，書き方・呼び方ともにかなりの揺れがあることは否定できない．同一の地物を示す名も，地域

によって呼び方が違うことがあり，年齢や性別によって異なる場合もある．

地名は，歴史・宗教・文化・生活等を背景として生まれ，意味・発音等を総合した方言によって表現さ

れる．したがって，これを的確に把握し，何を採用するかは，地元の研究者の協力を得て機関の専門家が

現地調査を行うのが望ましい．しかし，経費や時間の制約もあり，現実の地名識査は，調査票を現地市町

村に送り，正誤を確かめ誤りがあれば正し，市町村長の確認印を押して返送してもらう形式で行われてい

る．この方法には，調査に対する現地市町村側の意識をはじめ，多くの問題点がある．そのため，調査結

果の採用に当たっては，少なくとも以下のような注意が必要であると考える．

i 文字

誤字には，前述したように，点、画の脱落や付加，書き違えなどのほか，通用していない作り字や俗字

を無意識に使う例などがあり，地名調査票にもしばしば見受けられるので，担当者は，調査表の一字一

字をJISその他の基準と細心に照合してみる必要がある．誤字や疑問の文字があった場合には，正しい

と考えられる文字を示し，その理由の十分な説明を付して再調査すべきであろう．



ii 熟語

ON THE EXPRESSION OF PLACE NAME AND 
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地名には，背景となっている文化や宗教上の熟語が含まれていることが多い．表5, 6の地名では，
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'tJJ利天や饗ノ神は宗教，傍示は歴史又は文化，山葵や積牛は生活の用語である．地名調査に当たっては，

漢和辞典や国語辞典を参照して熟語の正しい表記を常に確かめるべきである．

iii 呼び方

地名，特に自然地名は，本来口に出して区別のためにとなえられるものであって，大部分の表記は，

呼び名が定着した後に文字を当てられたものである．したがって，地名は，「書き方と読み方Jではなく，

「II乎び方と書き方J と意識すべきものである．

文字による表記は，多くの利｛更をもたらしたが，一方，「1也名を読む」という観念が生じ，呼び方に混

乱を招く原因となっている．漢字の読みに引きずられて，もとの呼び方が変わっていく倒は数多い．

また，口でとなえ，耳で筒いて区別するという本来の形では，すぐ近くに同ビ呼び名の地名が存在す

ることはないといえる．仮名で書いて同じでも，その地域の言葉では，アクセントや発音に違いがある

等の区別があると考えられる．

これらの揺れや近隣での同名などにも，調査の擦には十分注意しなければならない．

IV 方言

方言とは，ある地域でf吏われている言語体系であって，名詞や動詞など個々の単語の遠いばかりでな

く，発音や，生活習慣に基づく「言い分け」の違いまで，すべてを含んでいる．「言い分け」とは，例え

ば，家畜を雌雄・年齢・色・＊~・模様等で細かく区分したり，農作業に合わせて一日の時間を細かく呼

び分けたりする地域的特徴である.t也名にも これらが反映されている．

表4の梼原は，（くにき）も（はる）もともにこの地方の方言と考えられる．この場合，通常の漢字の

読みとは異なる呼び方が行われていることになる．地形を表す用語にも，方言的色彩がよく見かけられ

る．表4のま尽・ 3赤・妃などはそれである．

境地でのH乎び方が方言によっている場合，地名認査表には，回答の際その旨の説明を記入してもらう

ことが望ましい．

v その他

鱒ノ鼻・純ヶ崎などの小文字ノツケ（助字という）を書くかどうか，片仮名か平仮名かなども，不注

意に扱われやすい．

以上，正しい呼び方と書き方を調べるためには，地名調査表の記入に当たり，現地で十分な注意を払

えるよう，調査の趣旨や記入上の注意等の説明をつけ，特異な文字や呼び方には，その理由等を注記し

てもらうようにすべきであると考える．また，記載の文字や表記等に上述のような疑問があるときは，

調査機関側の詳細な意見等を付して再調査すべきである．

4) 資料について

｜ 地名索引

膨大な採録地名数とその分類・検索の方法の工夫等では，敬服に値する労作であり，有用な資料であ

る．しかし，使用の際は次の諸点に注意を要するといえる．

ア）原資料が古いこと．使用した20万分l:t也勢図146図中，南西諸島10図が昭和40年代のほかは，大部分

昭和22～31年の刊行で，現在はなくなったり変更されたりした地名がかなりある．

イ）編者をはじめ， 56名の校間協力者は，地名の専門家ではないらしい．また，緒言でも断っている
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ように，「読みや綴りについて十分な検討が加えられていなしりとのことで，疑問のある表記や呼び

方が掲載されている．

ウ）凡例には，大きな行政区画名（県名・郡名）を除くすべての地名を採録したとあるが，阿武隈高

地・房総半島などの広域自然地名も採られていない．

エ） 2図以上にそれぞれ表記がある場合，図！隔ごとに採録したため，同一名が2回以上重複して掲載

されている．例えば，室蘭・信濃川などである．

ii 沿岸表

表記・漢字に関して，二三の所見があるが，詳細については，機会を改めて述べることとしたい．

表2～表7の説明

他 出：他の資料にもその文字があることを示す。地は地名索引，沿は沿岸表，参は参考表．

辞 書：OはJIPSlこ， Oは角川漢和中前典にあることを示す．

煩 字：似た形の文字を掲げる．右下小文字のJはJIS, Kは角川漠平日中古i押I¥, Ni土JIPS.

読 み： JIPS 又は角川漢和中静典の読み，片仮名は音，乎仮名は~J!I.

地名削：沿岸表又は地名索引に掲げられた地名例．（ ）内は都府県名，北海道については支庁名．

1/20/j' : 

山：｜そ川の縮尺の陵図山叫注記 Oは地肌同←切献し

1/2.5万：

海 図：海図における記載．数字はil1J図番号.o，ーは上記に同じ．
行政区画総覧：（妨国土地理協会編の国土行政区画総覧に記載されている行政地名．ーは該当地名がないこ

とを示す．〔 〕内は海図における記載．
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表2 沿岸表の表外字

：文子 h由1 辞書 芸員字 j売 み I也名 Wu 1/20万 1/5万 l/2.57i 

日葛 I参也 日土日葛刷群島（鹿児島） 吐野喜劇列島 吐喝i時lj列島

円上鳴時i海峡（ 。 ） 。
Ill与 1自 娯J 赤尾直与（沖縄） 赤尾i輿 。

こうびしょ
黄尾出与（。） 黄fさi奥 。
付人If けしま

i会 1也。出会J ケン・けわしい 検幕帰島（釧路） 険暮帰島 検暮帰島 同左

拐 参 拐島（長崎） 。 。 。
詩話 参 タ湘j巷（山口） 。
磁 大碕根（福岡）

茎 I参也。筆J セン・かおりくさ 茶主主山（島根） 。 。 。
＇＂い＂え

飯 飯婆（高知）
えいのは＆

続 。鯨1 ンンー λ＼＇ 解ノ鼻（長崎） 。 。
I!ぇ

石井 キナル税（大分）

表3 地名索引の表外字（1)

文
出｛世 辞書 類字 Z売 み 地名 i列 1 /20万 1/5万 1 /2.5万

;t,;t，由，，，
洪 参。；共J t品かり 大洪（福島） 。 。 。
士前 。f角J ヨウ・そ!J・ むむっち

• hそむ
大漁（高知） 。 。 。

I谷 会ァ 。 はざま 熊くま土き谷こ（島取） 。 。 。
さった

薩雄｛出t垂 参。 タ・かたっち 薩埠（静岡） 同左
Mる

男唾山（長野） 。 ～ 同左
いしへつ可宰わやま

i場 参 ；方kx 石燐沢山（福島） 。 。
品 参 i口'HJ 

千ぜん石ご〈晶ぐ勺， だ大い蛇じゃ品〈ら， 

蒸量え，草尋ゑ（~ID
lまう . 

時 参。 ホウ・〈ずれる 島幸由奇（福井j 。 。 。
事JI. 。 ノウ・ンヨウ 係木回（岩手） 。 。 。

狐はぬ木き沢ざわ（宮械） 。 。 ハ＼ノ
ぬるT

檎 機（長野） 。 。
か＂ずき

欽 参 紋I 飲崎（三重） 。 。 。
えんだて

j犬 。 ギンーえぞ 状館（清子） 。 。 。
むら＂正 r.:f.'t, ;a 

E井 i合 村研，流夜十

ほか7か戸庁（大分）
もLt益事

E車 。 ンヤ 百車（新潟） 。 。 （コ
t(も

秩 。 コウ 松田（福島） 。 。
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j毎 収！

Q!82A 

赤尾娯1203

黄尾畷1203

険行人暮If－－帰”島とう25 

出余暮続島26

01249 

一一1175

Q35. 1263 

Q11s9 

。110
01232, 1233 

Q151 

行政区廊総覧

矢祭町大洪

南国市大涌

〔薩堤山 1075〕

〔欠埼76〕

〔村溶，流婆151〕
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子文 ｛出 辞書 J:Jj字 t売 み 地名！列 1 /20万 1/5万 1 /2SJj 行政区画総覧

ほろっげ
馬頭目I幌ft大河内続 事晃｛寸（栃木） 。 。

芋 芋ノ木（長野） 。 。 。 富士見町芋の木

iit 参 。 コまこも 五宝生（宮崎） 。 上（中）主主生 同左
ひえじま

務 参。 ひえひ 務島（大阪） 。 。 。 門真市縛島
ひえたの
袴田里子（京都） 。 蒋田野町 同左 亀岡市袴田野町
つfもがわ

議 参 薪川（愛媛） 。 。 。
馬戸 参 海炉島（新潟） 。 。 。

とどのみ担
i毎炉／~圭（ 。）

ごイF日¥ 
とどがさき

！箆
参 0 焼ヶill奇（岩手） 。 。 。 〔～埼53,54, 71〕
、

島鈍登 （。） 。 。 。 〔能登岩71〕

焼鳥（青森） 。 。 。 〔010.53〕

紛 参。 フノ えび 紛えぴ穴あ，，（新潟） 。 。 弥彦村紛穴
かし」 t.:;t

自白 飴岳（青森） 。 。 。
う，，.がわ

餓 参 0 餓K うぐ，， 餓川（長野’） 。 。 。
あJ'JHがわ

続 参。 カノ・あめのフむ 続JII(卦ii路） 。 。 。
同長 態網代（長崎） 。 。 。 〔01212〕

えのめ
緩 参。 カ／・あめのうお 媛目（石Jill 。 。 。 能登島町緩§(021〕

鮭
ごイF口¥ 

鮫婆（訪日） 。 。 。 〔0151〕参
A吾~~

主号 参。 ／／・みさ 皇島崎（忠手） 。 。
表4 地名索引の表外字（2)

文 ！也 王；.； 類字 己売 み ｝出名 f列 I /20H 1/5万 1 /2.571 行政区画総覧

f子 参。 ヨ うつく L'・' ｛よ子む邑り（奈良） 。 。 。 下市町予邑
＇＂さん口め Uんじ. しらやま

自芋 参。 ピ 白山比R羊神社（石Jli) 。 。 白山～
と人てん 二，、’、人 どんでん

士屯 士宅団（広島） 。 士宅団 東条町屯田

t尽 。t蓋J 侭下（神奈川 。 。 南足柄市栓下
JH1した " J台 Ifけ

泳 版下（埼玉） （大城） 同左
島4でAだわやま 告主すみだわE人

出乙 PILJ j良由乙山（和歌山） 。 。 j良出乙山

~ 参 売K,N 塔と？ノのへ防つり（福島）
塔ノ弗 同左

はがのゆ ，、＇rI 'l I!げの
店主 参。 カイキ 岐湯（熊本） 自主湯 自主湯 同左

有fi. 。 tJJ'i.ノ木立（岩手） 椋木立 弧木立 。
弘k,,,,, ぷ＇・

機 。 ボ，；（な 機平（福島） 。 f祭乎 。
まてがやま F、..一

楼 出J 機ヶ山（鹿児島） 梢ヶ山 同左 同左 大崎町桔ヶ山
〈じきはる ヴズ＇

務f参。 カイかLii 機1京（偏向） 梅原 同左 同左
きt町 きい

争景 。 手最（同Ill) 。 穣東町一丁目 岡山市積東町



字文 他 辞書 類字
出

銭 来~＇。
間

間 。綱J
厚手 。
能

員島 参。

ON THE EXPRESSION OF PLACE NAME AND 
JIS CHINESE CHARACTERS 

言主 み 地名倹i 1/20万 1/5万 1/2.5万

カ〆 からみ 緩から見み内＆い沢~わ国ニ〈有ゅう林りん（秋田）
緩内沢 同左 同左

の必ずき 野ノカ潤ノキ
野間（広島） 。 。
<cのかわ

キュウ・くと 関野川（和歌山） 。 。 。
あごうU

辞牛セイ・あか 野牛（鳥取） 。 。
いわEどめ
鰐留（長野） 鰐留小屋 同左

岩魚留沢
Uじゃご岱f

鱗岳
l)t.~ ＝ 

チュウ・チュ 高島岳（鹿児島） 。 絡岳

表5 地名索引の表外字（3)

文字 他出 辞書 実員字 3売 み 地名｛列 1 /20万 1/5万 1 /2.5万

青イ公山（青森）
ア寸プナ

4公 。 ショウ・おおやけ 青撫山 同左 同左

泥 泥J 泥どろ這はい島Ct（宮城） 泥這鳥 同左 同左

傍ほう示じが妃たわ（岡山） タワ

｛事示峠 傍示由L出己 参。 キ・はげやま 傍示高乙

経 。H.!fu ケイ・すね・はぎ 経すね永なが（岐阜） 経水 。 。
庭すむ内＆い（日高）

つるはぎのゆ
鶴怪ノ湯（山形） 鶴践の湯 同左 同左
。Uきがわ ヒJキ 。じき

村？ 供K 耕川（三重） 朽り，， 同左 析ill
つげやま 'Y'r 

禅 押K 十単山（石狩） 樟山 同左 同左
ことどゥニ とどこ

椴 参。教I カケ・くい 小綴子（留萌） 小椴子川 同左
とどかわ
椴川崎山） 存立JI! 間左 同左
とどやま
椴山（根室）

摺 。 シュウ 穏かいノの浜はま（鹿児島） 摺ヶj兵 摺ヶj兵 同左

椴かい木ぜ（ 。 ） 摺木 倒木 同左
す〈の者 す〈の
摺尾（熊本） 摺尾 摺尾

ルイ・かんじき .W..t:toね
裸 。 わりご fl:f'.IH岐阜）

櫛 重ヲ量。t箭J たも 櫛山（山形） 。 揃山 同左
きいのかみ

続 積J 続ノ神（秋田） 安ノ神
ニてはし
続橋（千葉） 。 。 。
続こつ牛とい岳だIt（福岡） 績牛岳 同左 同左
かItの.. 

欽 央"' 鉄J 歓山（岩手） 鉄山 同左 同左

E雀 穣K 潅とん殿でんや山ま（石Ill) 権殿山 同左

箆 。 策（熊本） 麓 問左 同左
品n1r~ ア，，トミ

務 益ヨァ支。 キン・ llね 蔵原（佐賀） 筋原 同左 同左

上（下）蔵＂~原わら（兵庫） 上（下）筋原 同左 同左

苦言 。 カン 歯かん高たん湾わん（大分）
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行政区画総覧

のかづき
広島市野鼠

串〔関本野町川網99野〕川

行政区画総覧

〔泥這島56〕

揖斐川町膝永

上山市（鶴腔町）

上野市祈川

江差町椴川町

（〔摺悌201〕

指宿市摺ヶ浜南

頴娃町抱木

久木野村摺尾

たも
村山市摘山

大館市饗ノ神

子葉市犠橋町

旭志村麓
品＂』 fる

多久市酪原

新宮町下筋hぎ原わら
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文寸一ー 出f塩 辞書 実員字 5売 み 地名｛列 1 /20万 1/5万 1 /2.5万 行政区画総覧

苔 。 タン 蕗かん菖たん湾わん（大分）

ニ告ろき’
虫車 参。 ンヤ 鯨（長野）

たか '.1.i.'•1 やま

議 高歳山（福島） 高嵐山 高麗山 高議山

E立 。 タ田ダ・つまずく E差舵出申（高知）
すU

鈴 。 キン・くさび 鈴・（鹿児島） 主告 同左 同左 喜入町鈴

主守f1 I ( 。） 鈴Ill 同左
ほった菩い

採 参 堀田採（長崎） 堀回 同左 同左
つるが事か

窪 。窪J コウ・カク・あがく 毛筆ヶ坂（福i品；］） 鶴ヶ坂 同左 同左
とりあしやま ケ 4 ＇＂、 ＇＂‘ 重量 秀多主， 。 ケイ・にわとり 幾足山（茨j成） 鶏足山 難足山 重量足山
Tずきがい＂

島戸 。憧l 県戸ヶ池（新潟） 櫨ヶ池 同左
かlす カケ か付 かげ

皇自 参 自白（宮城） 石支 目斐 石英 若柳町枝

問t 。 統澗（後志）
うそのくち

八千穂村鴛ノ口1議 鴛J 鴬ノ口（長里子） 鴬ノ口 同左 同左

表6 地名索引の表外字（4)

字文
｛自 Eヨ司主聖 類字 読 み 地名 i列 1 /20万 1/5万 1 /2.5万 行政区画総覧

わさ口 t.:t: ワサピゲニ

童書 実谷（新潟） 山葵谷 同友 同左 栃尾市山葵谷

十方 ’tJJK.:¥ 材利天上寺（兵庫） 十万利天上寺 小刀手lj天上寺
L品f の

ン相ず手ん里子
L』うU

将 将野（秋田） 相手里子 棉野
た.！＜かわ たよかわ

上〔0原12久22野〕I楠川場 ＋！日！ 格JIj(鹿児島） 。 争府111 同左
いっ !fh.~~匡やま

梯 柑J 一本楠山（岩手） 一本総山 同左 開左

男量 明議（鹿児島） 明ヶ窪 同左 鹿児島市明穴堀

こも " コモ

蒋 蒋J 蒋国（大分） 蒋田 同左 同左

議 草議（富山） 草嶺 同友 同左 利賀村草嶺

海あし騒か立だて鼻＂＂（東京）
7シカ 海あし擁かん立だち鼻は＆

極 騒J 海擁立鼻 同左

鳴子（福島）
トウノコ

ヰ島 鴇J 鴇子 同左 同左 平田村鴇子
げし抑：：：＼fl;

鶴 鵬J 麟鼻（長自奇） ビシャゴ鼻 同左

畑 畑J
金きんざぶろうばた
三郎畑（渡島）
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表7 参考表の文字
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8.おわりに

地名の管理とは，調査し，記録し，維持（加徐訂正）することであり，各種の目的に応じて利用しやすい

ように保管することであろう．利用のため，ファイルには，呼び方・書き方と併せて，地名の種別・位置・

属する行政区・範囲・長さ・高さ・深さ・面積・掲載図種番号その他の属性を記録しなければならないが，

その種類や形式等については，今後研究を要する課題である．

この報告では，このうち書き方（呼び方）に関する調査と考え方や基準についての提案を示したものであ

るが，その他の属性や記録手法等の研究を進めて，コンピュータの能力を生かした地名管理の早期実現を望

むものである．

参考文献

日本工業標準調査会 1978：情報交換用j莫字符号系 JIS C 6226一197 日本規格↑易会

1983 : ,, JIS C 6226-1983, 

野村雅昭 1984 : JIS C 6226情報交換用漢字符号系の改正，標準化ジャーナル 1984.3. 

海上保安庁 1982：日本沿岸地名表

金井弘夫 1981：日本地名索引第二版，アボック社出版局

貝塚茂樹他 1966：角川漢和中辞典，角川i書店

小111環樹他 1984：角川新字源，角川書店

新村出 1971：広辞苑第二版，岩波書店

三省堂編修所 1982：新しい国語表記ハンドフゃック 第二版，三省堂

日本電気附 1983：日本電気標準文字セット辞書（基本〉，日本電気株式会社

1983: か く拡張〉，


